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80歳で20本以上の歯を保とう！
「にいつ発8020

はちまるにいまる

フォーラム」
10月22日、80歳になっても20本以上自分の歯を保とうと、

保健福祉センターで「にいつ発8020フォ
ーラム」が開催されました。
「歯の健康」は、全身の健康につながりま
す。正しい歯磨きや歯科健診などで、私た
ちの歯を奪うむし歯や歯周病を防ぎ、いつ
までも自分の歯で楽しく食事をしましょう。

新津の名産を一堂に「産業祭」
10月24日、市民会館を会場に「産業祭」が行われ、市内の新
鮮な農産物や特産品、菓子などが一堂に集まりました。
特産物のオークションや新鮮な野菜の販売が行われた中、農
家のお母さんたちが腕をふるった「和味

なごみ

汁」が人気に。会場で
の売上金の一部（161,500円）は、前日起こった新潟県中越地震
の被災者に義援金として寄付されました、。

あなたは、子どものサインが分かりますか？
青少年健全育成・人権啓発推進市民大会
11月13日、保健福祉センターで新津市青少年健全育成・人権啓発推進
市民大会が開催され、青少年育成功労者表彰や中学生の「わたしの主張」
発表、講演会が行われました。講演会では、家庭教育カウンセラーの内
田玲子さんが、「問題行動を起こす前に必ず子どもはサインを出してい
るので、親はそれを見抜けるように自分を磨いてほしい。その答えは生
活の中にあるはず」と、参加者へ熱心に語っていました。

「私が社会を変える！」ぐらいの気合いも大切。
にいつ女性セミナーがスタート
11月16日、地域学園で「にいつ女性セミナー」の第1回目が開催さ
れ、「女性が働く」ことについて、講師の大枝桂子さん（平成育児ING
ライフ研究所代表）と参加者26名が語り合いました。忙しい育児と家
事の間で「また働きたい」と考える女性のそれぞれの不安に、講師が自
身の体験などをアドバイスすると、参加者は、等身大の講師の話に大き
くうなずいたり笑ったりしながら、自分を見つめ直していました。

▲「学校や行政、歯科医師に加え地域も一緒になって行う歯科保健活動が大切」（基調講演から）

秋の恵み満載の素朴な「和味汁」に舌鼓蜷

女性が抱える「働くこと」への悩みを挙げ、みんなで解決策を考えた。蜷
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岡
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岡
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長野 美千代さん（33歳）
新潟薬科大学 応用生命科学部（東島）
動物・細胞生物工学研究室　助手
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ら
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な
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。
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験
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▲安くておいしい学食です。

一
般
の
方
も
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用
す
る
こ
と
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で

き
る
の
で
、
ぜ
ひ
食
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て
み
て
く
だ

さ
い
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営
業
は
平
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午
前
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一
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午
後
二
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で
す
。
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も
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潟
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来
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を
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け
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友
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。
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今
、
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究
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と
し
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の
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何
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す
か
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医
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で
治
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が
難
し
い
病

気
の
ほ
と
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ど
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ら
か
の
形
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遺
伝
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し
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。
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の
病
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関
わ
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つ
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な
る
よ
う
な
研
究

を
行
っ
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い
け
た
ら
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と
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え
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。

地
域
の
皆
さ
ん
に
は
、
地
域
交
流

講
座
な
ど
に
参
加
し
て
い
た
だ
い

て
、
も
っ
と
身
近
に
お
付
き
合
い
で

き
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

―
新
潟
薬
科
大
学
は
、
と
て
も
清
潔
で

緑
が
多
く
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近
代
的
な
イ
メ
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ジ
が
あ

り
ま
す
が
、
大
学
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内
で
長
野
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特
に
好
き
な
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所
は
ど
こ
で
す
か
？

中
庭
で
す
。
今
年
の
夏
に
、
新
津
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身
の
彫
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男
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制
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し
て
く
だ
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っ
た
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ニ
ュ
メ
ン
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設
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れ
た
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が
、
輝
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に
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ニ
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。

―
大
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で
、
好
き
な
メ
ニ
ュ
ー

は
あ
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ま
す
か
？

「
本
日
の
和
め
ん
」と
「
本
日
の
中

華
め
ん
」
は
、
安
い
う
え
に
お
い
し

い
で
す（
笑
）。
あ
と
、
日
替
わ
り
の

「
カ
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ー
南
蛮
う
ど
ん
」
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「
海
鮮
塩

ラ
ー
メ
ン
」
な
ど
は
三
百
円
で
食
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ら
れ
る
の
で
お
得
で
す
。

新津の「今」を伝えます

新津市内の各世帯に配布されている『広報にいつ』では、この欄に市

内業者などの広告を掲載していますが、インターネット版『広報にい

つ（PDFファイル）』では市からのお知らせなどを載せています。

多彩なアートが待っています

総合芸術空間

新津市美術館
■と こ ろ 新潟県新津市蒲ケ沢　花と遺跡のふるさと公園内

■開館時間 午前10時～午後5時（入場は午後4時30分まで）

■休 館 日 毎週月曜日（祝日の場合は火曜日）および年末年始

■問い合わせ 蕕0250－25－1301


